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文部科学省委託「外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研修モデルプログラム開発事業」 

モデルプログラム（2017年度版）を活用した授業・研修事例 

現職教員の研修 No.2 

カリキュラム（計画） 日本語指導が必要な児童生徒等支援研修会（藤枝市・吉田町） 

                           作成者 氏名：南里 哉子 

 

養成・○研修 ／ ○基礎・○専門・○支援員 （該当するものに○） 

    ★参照したモデルプログラム NO.（報告書 pp.207-244） 下線：内容・項目（pp.72－76） 

日時・場所 2018年 7月 2日（火） 13:10～16:25 ※内講義 13:20～15:30（130 分） 

実施団体・機関 藤枝市教育委員会・吉田町教育委員会（合同開催） 

研修・授業名 平成 30年度日本語指導が必要な児童生徒等支援研修会 

受講者 
人数： 24 名 

担当教員 19 名（内 2名加配）・藤枝市支援員 3名・市教委担当者 2 名 

演題・テーマ☆ 現状と課題 ―子どもたちの困難の把握とその支援― 

到達目標 国内の外国人児童生徒等に対する教育の課題を知り、教育・支援に対する意欲を高める。 

活動展開 （  分） ★ 形態 留意点 参考資料 

導入１：（10分） 

〇藤枝市・吉田町の外国人児童生徒受け入れ状

況を知る 

 

導入２：（15分） 

〇「日本語指導が必要な児童生徒」について 

 

 

展開１：（30分） 

〇「特別の教育課程」について 

 

 

展開２：（45分） 

「個別の指導計画」 

〇個別の指導計画作成の必要性を知る 

〇個別の指導計画の構成要素を理解する 

〇個別の指導計画を作成する（タイプを示す） 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑱ 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

活動 

 

 

 

 

 

 

・藤枝市教委が担当 

 

 

 

・日本語指導が必要な児童生

徒の対象、義務教育への就

学義務から「特別の教育課

程」の話へ 

・期待される効果 

 

 

 

・就学状況の記録の意味を理

解する 

・具体的な指導計画と評価

（『学習目標例』を見ながら

具体的に計画を立てる） 

 

 

 

統計資料 

 

 

 

『ボランティ

ア奮闘記

vol.1』愛知

教育大学外国

人児童生徒支

援リソースル

ーム 

 

『外国にルー

ツを持つ子ど

もたちの学習

目標例』 
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展開３：（30分） 

事例についてディスカッション 

〇支援する際に陥りがちな状況について事例

を提示し、どこが問題か、何が原因かを考える。 

例： 

・ひたすらカタカナや漢字の練習を行ってい

る 

・5 年生だが、1 年生の教科書内容をずっと指

導している 

…など 

 

まとめ：（10分） 

・自身のキャリアにとって、外国人児童生徒の

日本語支援に携わることの意味について考え

る。 

 

グループ協議：（30分） 

自校での実践、対象の子の情報などをもとに、

どう支援していくかをグループごとに話し合

う。 

 

① 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 

話し

合い 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事例から子どもたちの困難

を把握し、ライフコースの視

点で捉え、改善点、支援方法

を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・進行は市教委 


